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あったと言える。さらに言えば，そうした状況のもとでかつて R. K. マートンが提唱した中範




























E. マイヤー，M. ウエーバー（森岡弘通訳）『歴史は科学か』みすず書房（1965），p. 146.
12）本論の議論は，先にも触れたように人間をあくまでもまず第一にこのような意味の担い手，
ウエーバーの言う「文化人」として捉える立場から出発している。
M. ウエーバー『社会科学と社会政策にかかわる認識の「客観性」』岩波文庫，p. 93.
（人間関係学部 人間関係学科）
